
令和 3年度 第 2回土木計画学委員会幹事会 議事録 

 

日時：令和 3 年 9 月 9 日(木) 17:45-19:15 

場所：ZOOM 

 

◼ 出席者(敬称略) 

委員長：兵藤哲朗（東京海洋大学） 

副委員長：高橋清(北見工業大学)，田名部淳（地域未来研究所） 

幹事長：小池淳司（神戸大学） 

学術小委員会：佐野可寸志(長岡技術科学大)、石渡幹夫（JICA），土屋哲(鳥取大) 

大会運営小委員会：秀島栄三（名古屋工業大学），岸邦宏（北海道大学），西内裕晶(高知工科大），日野智

（秋田大学） 

秋大会開催校幹事：吉田樹（福島大学） 

委員兼幹事：鈴木春菜（山口大学）、伊地知恭右（北海道開発技術センター）、吉城秀治（福岡大学）、楽

奕平（芝浦工業大学）、岡英紀（計量計画研究所），瀬谷創（神戸大学），力石真（広島大学），

佐藤啓輔（復建調査設計株式会社），小嶋文（埼玉大学），白柳洋俊（愛媛大学），杉浦聡志（北

海道大学），川崎智也（東京大学：議事録） 

 

◼ 議事 

1. 開会 

✓ 委員長 挨拶 

兵藤委員長より挨拶がなされた。 

 

✓ 新副委員長，新幹事長，新幹事挨拶 

新副委員長，新幹事長，新幹事より挨拶がなされた。 

 

2. 学術小委員会報告 

✓ 学術小委員会報告  

土屋学術小委員会幹事長より【資料 2】の説明があり、D3 特集号 Vol.38 の査読結果の報告

および Vol.39 の査読状況として投稿数と 2021 年度のスケジュールについて報告がなされた。 

 

3. 運営小委員会報告：土木計画学研究発表会の準備について 

✓ 大会運営小委員会報告 

西内大会運営委員幹事より【資料 3】の説明があり、準備状況と予定セッション数、発表者数

などの報告がなされた。 

✓ 秋大会準備状況 

吉田秋大会開催校幹事より準備状況の報告がなされ、福島大学として学外への大学施設の貸し

出しをしておらず、全面オンライン開催で準備をしている旨が報告された。 

✓ 春大会準備状況 

岸大会運営小副委員長より 2022年度春大会は広島大学で実施する旨が報告された。今年の秋

大会時には実施方式（対面、オンラインなど）を決定したい旨が報告された。 

✓ その他：2022年秋大会について 

2022 年の秋大会については、兵藤委員長が 2021 年の秋大会までに開催校から内諾をとってお



くことが確認された。 

 

4. 令和 3年度幹事担当タスクの検討状況報告 

・計画学ＣＯＶＩＤ-19調査 

川崎幹事長補佐より【資料 4】の説明があり、本年度のコロナ調査と第 4 回調査の報告がなされた。第４回調査の

結果は集計後速やかにウェブで公開することが報告された。 

  

・土木学会論文集 新分冊について 

✓ 幹事会での取扱いについて 

小池幹事長より【資料 5】の説明があり、土木計画学（政策と実践）の幹事会での取り扱いについて報告がな

され、正式に論文集が発行されるまでの暫定処置として「計画学委員会で、学術小委員会や運営小委員会から

の報告と『同列』で報告をするという位置づけとする」、「春・秋のプレナリーでの委員会報告での、同じく学

術・運営小委員会からの報告と『同列』で報告する」、「準備期間中の編集会議諸経費を計画学研究委員会の経

費で負担する」旨が確認された。 

✓ 進捗状況について 

鈴木幹事より【資料 6】の説明があり、投稿数が 100 編で予想を大幅に超えたことの報告および出版時期が

2022 年 4 月以降になる見込みであることが報告された。また、兵藤委員長より名称に関する質問がなされ、

現在の D3 分冊が土木計画学（方法と技術）、新分冊が土木計画学（政策と実践）となることが報告された。ま

た，田名部副委員長から新分冊の広報戦略についてコメントが出され、今後の幹事会で検討することとなっ

た。 

 

・活動目標・中期目標：特になし 

・本委員会・全国大会対応：特になし 

・研究小委員会対応：吉城幹事より小委員会設置委員会の案件はない旨が報告された。 

・HP担当：岡幹事より【資料 7】の説明があり、IP メールの新たなメーリングリストへの移行が無事完了し、トラ

ブルなく運用できている旨が報告された。 

・国際セミナー：楽幹事より英語版 HP の情報が古いので今後更新する旨が報告された。 

・国際センター・出版委員会担当：吉城幹事より本部の出版委員会に参加しており、電子書籍化や在庫処分などの議

論がなされている旨が報告された。 

・ワンデイセミナー・シンポジウム：特になし 

・全国大会研究討論会：伊地知幹事より来年の幹事会セッションに向けて企画を検討していく旨が報告された。小池

幹事長より 2022 年の幹事会セッションは 2022 年 7 月刊行予定の土木計画学（政策と実

践）の宣伝を兼ねて「政策と実践」をテーマにしてはどうかと提案があり、担当者で検討す

ることとなった。 

・総務担当：特になし 

・財務 WG担当：特になし 

・防災担当：小池幹事長より防災調査について幹事会としてすべき調査を提案してほしいと防災担当に要請があっ

た。 

・幹事長補佐：特になし                     

5. その他 

・土木学会 Big Pictureについて 

小池幹事長より【資料 8，9】の説明があり、土木のビッグピクチャーの特別委員会について説明がなされ、「国土計

画に関する土木計画学研究小委員会」の設置構想が紹介され、次回の秋大会で審議してその後正式に設置し、ゆくゆ

くはスペシャルセッションなども実施したい旨が報告された。また、ビッグピクチャーに関連した内容について委

員・幹事で議論がなされた。 

 

以上 


